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「ＦＬＯＷ」「ＦＬＯＷ」

「
戦
争
に
反
対
す
る
人
た
ち
」「
外
国
人
と
い

う
だ
け
で
ス
パ
イ
か
も
」
と
、
取
り
調
べ
た
特

高
。
府
庁
内
地
下
室
の
窓
に
鉄
格
子
が
は
ま
っ

て
い
る
の
が
特
高
の
取
調
室
（
現
在
、
鉄
格
子

は
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
）

今月の
　記念日

　採用されてから６か月。試用期間が終わり、気持ちを新たにしておられるでし
ょうか。それとも「こんなはずではなかった」「先輩たちのようにはできない」
と落ち込んでおられるでしょうか。焦ることはありません。蓄積されていく知識
と経験は、あなたを裏切ることはありません。早い遅いはあるかもしれません
が、「人の役に立ちたい」という初心を忘れず、努力することが大切です。あき
らめず、ゆっくりでも一歩一歩確実に進めば、遠くまで到達することが可能です。

　大阪府多獲性魚有効利用検討会（現・大阪おさかな健康食品協議会）が提唱し、「い（１）わ（０）し（４）」の語
呂あわせにより、安くておいしいイワシの有効性を広くPRするため、いわし食用化協会（現・いわし普及会）
が1985年10月４日に制定しました。近年、地球温暖化や海洋汚染や乱獲などの要因で、海の生態系が大きな変化
に直面しています。日本近海でも漁獲量が激減し、食卓に並ぶ魚の未来が危ぶまれています。平安時代に世界最
古の長編小説「源氏物語」を書いた紫式部は、大のイワシ好きだったという逸話があります。

あなたがどれほど遅く進んでも
止まらないかぎり問題ありません 10月４日

イワシの日

　

登
場
す
る
の
は
動
物
の
み
で
、
セ
リ
フ
が

一
言
も
な
い
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
。

　

主
人
公
は
一
匹
の
猫
。
森
の
中
、
犬
の
群

れ
に
追
い
か
け
ら
れ
た
猫
は
、
住す
み
か処

ら
し
い

廃
家
に
逃
げ
帰
っ
て
き
ま
す
。
家
の
周
り
に

は
た
く
さ
ん
の
猫
の
彫
像
が
置
か
れ
、
か
つ

て
人
間
が
い
た
形
跡
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ

の
直
後
、
大
洪
水
が
襲
い
、
た
ち
ま
ち
何
も

か
も
水
の
底
に
沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

猫
は
巨
大
な
像
の
上
に
避
難
し
ま
す
が
、

そ
こ
に
も
水
が
迫
り
、
流
れ
て
き
た
帆
船
に

乗
り
込
み
ま
す
。
そ
の
船
に
は
先
客
の
カ
ピ

バ
ラ
が
お
り
、
続
い
て
キ
ツ
ネ
ザ
ル
、
犬
、

大
き
な
鳥
も
船
に
乗
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。

何
事
に
も
我
関
せ
ず
の
カ
ピ
バ
ラ
、
光
る
物

に
異
常
な
ほ
ど
の
執
着
を
示
す
サ
ル
、
い
ず

れ
も
個
性
的
で
す
。

　

は
じ
め
は
お
互
い
を
疎う
と

ま
し
く
思
い
ぶ
つ

か
り
あ
い
ま
す
が
、
次
か
ら
次
と
襲
っ
て
く

る
困
難
な
出
来
事
や
危
機
に
立
ち
向
か
う
う

ち
に
、
助
け
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、

友
情
が
芽
生
え
て
き
ま
す
…
。

　

監
督
は
ラ
ト
ビ
ア
出
身
の
ギ
ン
ツ
・
ジ
ル

バ
ロ
デ
ィ
ス
。
２
０
１
９
年
に
3
年
半
か
け

て
た
っ
た
独
り
で
作
っ
た
ア
ニ
メ
「
Ａ
ｗ
ａ

ｙ
」
が
世
界
中
で
注
目
さ
れ
、
２
作
目
の
本

作
は
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
長
編
ア
ニ
メ
映
画
賞
ほ

か
多
く
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

映
像
は
美
し
く
、
洪
水
や
動
物
が
逃
げ
回

る
シ
ー
ン
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
迫
力
が
あ
り
、

動
物
の
し
ぐ
さ
や
表
情
は
実
に
リ
ア
ル
で
魅

力
的
、
で
も
ど
こ
か
人
間
臭
さ
も
感
じ
さ
せ

ま
す
。
作
品
の
底
に
は
独
特
の
世
界
観
が
貫

か
れ
、
哲
学
的
で
不
思
議
な
世
界
が
広
が
り

ま
す
。
と
は
い
え
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
わ
か
り

や
す
く
、
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の

冒
険
と
友
情
の
物
語
と
し
て
楽
し
め
る
で
し

ょ
う
。
今
年
の
４
月
公
開
。

孔子
　中国春秋時代の思想家
　儒教の創始者

世
界
が
大
洪
水
に
包
ま
れ
る
中

一
匹
の
猫
は
旅
立
つ
決
意
を
す
る いりどり

吹田市職労 井上　江美さん

協力：現業評議会・給食部会
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国家総動員体制で戦争へ
思想を統制した「特高」

作り方
①鶏肉、ちくわ、にんじん、じゃがいも、れんこんを食べやすい大きさに切る。
②じゃがいもとれんこんは、水にさらしておく。
③こんにゃくは、切ってから下ゆでする。
④鍋に油を入れて、全ての材料を油で軽く炒める。
⑤材料全体に油が回ったら、材料がかぶるくらいのだし汁を入れる。
⑥砂糖・しょうゆで味付けし、クッキングペーパーなどで落としぶたをして、中火から
弱火にして煮る。
⑦全体の水分がなくなり、材料が柔らかく煮えたらできあがり。

　保育園では、こんにゃくに切り込みを入れて、子どもたちにちぎってもらうお手伝い
をしてもらいます。

材料（１人分）
■ 鶏肉30ｇ、ちくわ10ｇ、じゃがいも40ｇ、にんじん20ｇ、こんにゃく15ｇ、れんこん
10ｇ、さとう３ｇ、しょうゆ４cc、炒め油、だし汁

戦後・被爆80年

府
庁
本
館
の
地
下
に

特
高
警
察
取
調
室
や
牢
屋
が

　

戦
前
、
日
本
政
府
は
ナ
チ
ス
の
よ
う
な

一
国
一
党
体
制
を
敷
く
た
め
、
政
党
や
労

働
組
合
を
解
体
し
て
大
政
翼
賛
会
と
し

て
、
国
家
総
動
員
体
制
で
日
米
開
戦
に
突

入
し
ま
し
た
。
反
天
皇
制
や
戦
争
反
対
の

運
動
を
取
り
締
ま
り
、
国
民
の
思
想
を
統

制
す
る
狙
い
か
ら
、
１
９
２
４
（
大
正

13
）
年
に
大
阪
府
庁
内
に
特
別
高
等
警
察

（
特
高
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
高
は
１
９
４
５
年
10
月
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

命
令
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
府
庁
本
館

地
下
に
特
高
取
調
室
や
牢
屋
が
当
時
の
状

態
で
し
ば
ら
く
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

終
戦
直
後
に
新
憲
法
の
も
と

労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
る

　

戦
後
、
占
領
下
の
日
本
で
労
働
運
動
が

急
速
に
高
ま
り
、
各
自
治
体
で
も
「
生
活

擁
護
」「
職
場
の
民
主
化
」
を
正
面
に
か

か
げ
、
２
・
１
ゼ
ネ
ス
ト
を
構
え
レ
ッ
ド

・
パ
ー
ジ
に
抵
抗
し
、
た
た
か
い
ま
し
た
。

　

戦
後
の
混
乱
期
に
幾
多
の
困
難
を
乗
り

こ
え
、「
地
方
公
務
員
法
」
の
制
定
で
、

新
た
な
労
使
関
係
を
築
き
ま
し
た
。

　

１
９
４
６
年
4
月
に
大
阪
府
職
労
が
、

同
年
5
月
に
衛
都
連
が
結
成
さ
れ
、
府
内

の
自
治
体
で
労
働
組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
府
職
労
青
年
部
は
、
府
庁
舎
正

面
玄
関
の
最
上
部
に
は
め
込
ま
れ
た
「
菊

の
紋
章
」（
天
皇
家
の
紋
）
を
「
新
憲
法

の
主
権
在
民
の
理
念
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と

抗
議
し
、「
府
当
局
の
手
で
外
さ
れ
た
」

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
戦
争
準
備

へ
国
民
の
目
・
耳
・
口
を
ふ
さ
ぐ
悪
法

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
制
定
の
動
き
に
は
、

断
固
反
対
し
ま
す
。

府庁地下の
特高取調室
大阪市
中央区




